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パンデミック期の博物館のソーシャルメディア戦略の変化を解明 

～欧州リトアニアを事例に 15,957 件の投稿を分析～ 

【リリース概要】 

帯広畜産大学人間科学研究部門の木村文准教授は、COVID-19パンデミック期間中の博物

館のソーシャルメディア利用を分析した研究成果を発表しました。 

2019年 1月から 2021 年 12月までリトアニアの国立博物館 19館の Facebookページから

15,957 件の投稿を調査し、パンデミック下での博物館のデジタル戦略の変化を明らかにし

ました。分析の結果、博物館のソーシャルメディア活動はパンデミック前後を比較すると

9 月に統計的に有意な増加を示し、季節的な変動パターンが確認されました。しかし、ソー

シャルメディアの特徴である双方向のコミュニケーションではなく、主に一方向的な情報

発信にとどまっていることも判明しました。 

【解説】 

新型コロナウイルス感染症の世界的流行により、博物館は物理的な来館者受け入れを停

止し、デジタル活動への転換を余儀なくされました。本研究は 3 年間という中長期的視点

で博物館のデジタル戦略の変化を実証的に分析した初めての包括的研究です。 

研究では、リトアニアの国立博物館 19 館を対象とし、2019 年 1 月から 2021 年 12 月ま

で 3 年間の Facebook 投稿 15,957 件を手動で収集・記録しました。統計分析の結果、博物

館のソーシャルメディア投稿数は季節的な変動を示し、パンデミックの影響を分析するた

め同じ月の年次比較を行ったところ、統計的に有意な増加が確認されたのは 9 月のみでし

た。 

質的分析では、投稿内容を「来館の誘引」「活動の広報」「来館者との交流」「告知」「声

明」の 5 つのカテゴリーに分類しました。全期間を通じて「来館の誘引」が最も多く、博

物館の主要目的が来館者誘致にあることが確認されました。しかし、双方向コミュニケー

ションが期待されていたソーシャルメディアにおいて、実際の投稿の大部分は博物館から

公衆に向けた一方向的な情報発信でした。



 

【研究の意義】 

本研究は、危機的状況における博物館のオンライン活動への適応・転換に関する具体的

なデータを基にした分析を行うことにより、博物館学に最新の社会情勢に基づく知見をも

たらすものです。博物館における専門職員がデジタル変革を進める上での実用的な知見を

提供するとともに、文化機関が社会情勢にどのように対応するかについての理解を深める

ことに貢献しています。また、世界中の博物館の大多数が休館を余儀なくされたという、

博物館史における重要な出来事を記録するものです。これは、博物館の将来起こりうる危

機への対応として、重要な知見となります。さらに、手動データ収集という手法は、自動

化によるデータ収集を禁止するソーシャルメディアのプラットフォームの制限を克服し、

類似研究のための再現可能な枠組みを提供しています。 
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